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ASTRO-H 衛星搭載軟Ｘ線撮像検出器 Soft X-ray Imager (SXI) は、完全空乏化型裏面照射PチャンネルCCD
を 4素子モザイク状に配置したＸ線 CCDカメラである。我々は SXI のフライト用カメラに F, Mn, Ge のＸ線
を照射し、CCD素子の電荷転送効率の評価を行った。Ｘ線 CCD素子の電荷転送効率は、転送方向に沿って後
方のピクセルに漏れる電荷量を示す「電荷トレイル」と、一回の転送で電荷を失う割合を示す「電荷転送非効率
(CTI)」を測定し定量化する。電荷トレイルと CTI により失われる電荷量は転送回数に比例して増えるが、それ
に加えて電荷転送効率を向上させるために周期的に注入している人工電荷の影響で、局所的な構造が見られるこ
とも確認した。これらの構造は「入射Ｘ線のエネルギー」「読み出し方法 (window option の有無)」「素子」に依
存するが、それらを適切にモデル化し補正をおこなう必要がある。本講演では、上記の SXI における電荷転送効
率の評価とその補正結果について報告する。


